
昨年の２０１３年１１月２３日，滋賀県立琵琶湖博物館を会

場として第１３９回化石研究会例会が開催された．この

ときのテーマは「解剖学で探る古生物の生態」であっ

た．この例会では，大阪市立自然史博物館の林 昭次

氏，名古屋大学博物館の藤原慎一氏，岐阜県博物館の

河部壮一郎氏という３名の会員外の研究者をお招きし

て，非会員の一般の方々にも聴講していただける講演

形式で開催した．３名の方は，いずれも２０～３０代の若

手の研究者であり，解剖学あるいは組織学的な知見を

基に古生物の生態や分類に迫る研究を精力的に行って

いる点で共通点がある．また，偶然ながら，３名とも

会場となった琵琶湖博物館からそれほど遠くはない中

部地方や近畿地方の研究機関に昨年就職されたこと

も，今回の例会にお招きする動機のひとつとなった．

林 昭次氏の講演「化石骨組織から解明する絶滅動

物の生理・生態」では，演者が最近学会誌で発表した

束柱類の生態と鎧竜類の鎧の成長様式の研究成果をで

きるだけわかりやすく講演していただいた．この研究

では高解像度 CT スキャナーと顕微鏡観察によって，

骨の微細構造から絶滅動物の生理・生態を解明した興

味深い話であった．

藤原慎一氏の講演「かたちの違いは機能の違い―筋

骨格系モデルによる絶滅四肢動物の前肢の姿勢・運動

機能の復元法」では，四肢動物の肘関節の可動方向と

それらを動かす筋に着目した研究で，３００種類以上も

の四肢動物を調べ，前肢姿勢をカテゴリー分けしたう

えで，ケラトプシア類や束柱類に応用した研究例を紹

介していただいた．

河部壮一郎氏の講演「CT を用いた鳥類における脳

形態の探究」では，化石として発見されることが稀な

脳を頭蓋腔の化石を CT スキャンし，その脳の形態を

復元し，脳形態とサイズの関係，脳形態と眼窩の形

態，脳の体積と幅の関係，脳形態と系統との関係など

を多くの標本を使って調べ，絶滅鳥類プロトプテルム

類の分類に迫った研究の紹介であった．これらの研究

内容は，まさに化石研究会の目指してきた方向性と一

致したもので大変興味深い内容であった．

化石研究会は１９５９年に設立されたが，その設立の趣

旨は化石を地質学や古生物学の視点から追及するだけ

ではなく，生物学，生命科学，医学，歯学，水産学，

有機地球科学などの様々な角度から解析し，生物進化

の研究をさらに発展させようというものである．この

ことから，会員も様々な分野の研究者で構成されてい

たり，古生物学の研究者も新しい手法を身につけるた

めに積極的に他分野の技術に挑戦してきた．近年で

は，大学教員の会員数も減少しており，化石研究会の

大会や例会においても他分野の研究手法から化石の研

究を進展させる視点でのまとまった講演を聞く機会が

少なくなってしまった．こうした中，今回のような解

剖学的あるいは組織学的な視点から，CT 撮影装置な

どの機器を活用した研究の話は，参加した会員にも刺

激になり，また一般市民にも化石研究の面白さが伝

わったものと思われる．

今回の特集では，３つの講演内容を講演録あるいは

総説という形で講演者の方々に執筆いただいたもので

ある．講演を直接聞くことができなかった会員の方々

にも，是非読んでいただき，会員の今後の化石研究の

更なる発展にいくらかでもつなげていただくことがで

きたなら編集者の喜びである．

末筆ではあるが，例会で講演いただき，また会誌に

も原稿を投稿していただいた３名の方々に心より感謝

申し上げる．
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